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第
49
回
衆
院
選

は
、
10
月
31
日
投
開

票
さ
れ
、
小
選
挙
区

２
８
９
、
比
例
代
表

１
７
６
の
定
数
に
対

し
、
自
民
党
２
６
１

で
安
定
多
数
議
席
に

達
し
た
。

さ
ら
に
、
公
明
党

32
で
２
９
３
議
席
で

与
党
で
過
半
数
を
占

め
た
。全国

投
票
率
は

55
・
93
％
、
戦
後
３

番
目
の
低
い
水
準
。

川
口
市
２
区
は
前

回
46
・
68
で
、
３
・

67
上
げ
て
50
・
35
％

だ
っ
た
。

結
果
は
、
小
選

挙
区
で
自
民
元
総
務

相
の
新
藤
義
孝
さ
ん

（
63
）
が
４
年
前
の
票

に
１
１
、４
７
１
票
上

乗
せ
て
、
８
度
目
の

当
選
を
果
た
さ
れ
た
。

発
挑
戦
で
維
新
の

高
橋
英
明
さ
ん
（
58
）

は
比
例
で
当
選
。

共
産
党
の
奥
田
智

子
さ
ん
（
52
）
は
健

闘
す
る
も
及
ば
ず
。　

川
口
市
に
、
２
人

の
国
会
議
員
が
誕
生

し
た
。

　　左から、飯塚市議、奥ノ木市長、飯塚支団長、　　
　桜木分団長、榎本分団長。

写真左から、黒澤校長、菊地支店長、森さん。

10
月
26
日
、
新

郷
南
小
学
校
（
校
長
＝
黒
澤
誠
さ

ん
）
に
、
㈱
群
馬

銀
行
川
口
支
店
長

の
菊
地
聡
さ
ん
と
、

森
大
貴
さ
ん
が
来

校
さ
れ
、
寄
付
金

10
万
円
に
相
当
す

る
目
録
を
贈
呈
さ

れ
た
。

　

菊
地
支
店
長
は

「
株
式
会
社
ト
ク
ホ

ウ
代
表
取
締
役
の

池
田
成
彬
様
か
ら
、

群
銀
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私

募
債
を
受
託
し
、
群

銀
よ
り
申
受
け
た
手

数
料
の
一
部
か
ら
、

『
近
隣
の
新
郷
南
小
学

校
様
へ
、
小
学
校
の

教
育
の
為
に
役
立
て

て
下
さ
い
』
と
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
【
ぐ
ん
ぎ
ん
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
私
募
債(

発
行

先
支
援
型
】
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け

た
事
業
に
自
ら
取
組

む
企
業
さ
ま
を
応
援

す
る
商
品
で
す
」
と
。

　
黒
澤
校
長
は
「
丁

度
コ
ロ
ナ
禍
で
１

年
伸
び
た
50
周
年

行
事
に
当
た
り
、

『
宇
宙
メ
ダ
カ
』
を

学
校
に
戻
し
た
い

と
い
う
願
い
か
ら
、

水
槽
を
購
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

真
に
有
難
く
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
、
喜
び

の
挨
拶
を
さ
れ
た
。

左から朝倉校長、矢代さん、藤森信之教頭。

11
月
４
日
、
飯
塚

孝
行
市
議
と
、
川
口

市
消
防
団
第
６
支
団

支
団
長
の
飯
塚
秀
行

さ
ん
、
第
１
分
団
長

の
桜
木
秀
治
さ
ん
、

第
２
分
団
長
の
、
榎

本
勝
一
さ
ん
は
、、
奥

ノ
木
信
夫
市
長
に
左

記
要
綱
の
要
望
書
を

届
け
た
。

「
昭
和
54
年
に
竣
工
さ

れ
た
築
年
数
42
年
経

過
し
建
物
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
に
加

え
、
車
庫
前
の
県
道

さ
い
た
ま
草
加
線
は
、

通
行
す
る
車
両
台
数

が
増
加
し
て
お
り
、

危
険
な
状
態
に
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
地
域
防
災
拠

点
で
あ
る
消
防
団
車

庫
の
早
期
建
て
替
え

に
つ
い
て
、
特
段
の

ご
配
慮
賜
り
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
陳
情
し
た
。

　
奥
ノ
木
市
長
は「
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
」

と
話
さ
れ
た
。

　
飯
塚
孝
行
市
議
は

「
地
域
の
安
寧
の
た
め

に
日
々
活
動
を
し
て

頂
い
て
い
る
消
防
団

の
拠
点
で
あ
り
ま
す

の
で
、
す
ぐ
に
調
査

に
入
り
実
現
で
き
る

よ
う
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
話
す
。

11
月
８
日
、
東
本
郷
小

学
校
（
校
長=

朝
倉
伸
行

さ
ん
・
P
T
Ａ
会
長
＝
金

澤
葉
子
さ
ん
）
は
、昨
年・

今
年
と
、
消
毒
液
を
寄
贈

頂
い
た
矢
代
秀
明
さ
ん
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
多
大

な
る
ご
寄
附
は
児
童
の
健

康
と
安
全
を
守
る
た
め
に

活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
」
と
感
謝
状
を
贈
呈
。

　
矢
代
さ
ん
は
、
同
小

学
校
、
榛
松
中
学
校
の

卒
業
生
で
「
ベ
イ
ト
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ
パ

ン(

株)

」
の
社
長
で
あ

り
「
千
葉
県
ペ
ス
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
会
長
」

で
あ
る
。

　
矢
代
さ
ん
は
「
お
役

に
た
て
て
嬉
し
い
で
す
。

感
謝
状
頂
き
胸
が
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
。



　
２
０
２
１
年
９
月

に
セ
ラ
フ
榎
本
が
航

空
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
講
習
団
体
に
な

り
ま
し
た
。

　
航
空
局
で
は
、
飛

行
経
歴
が
50
時
間
以

上
、
ド
ロ
ー
ン
の
講

習
を
１
年
以
上
行
う

な
ど
様
々
な
要
件
を

満
た
す
民
間
の
ド

ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
等

を
航
空
局
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
４
月
か

ら
は
、
こ
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
団

体
の
講
習
修
了
者
は
、

飛
行
許
可
（
※
１
）

を
受
け
る
際
の
申
請

書
類
の
一
部
を
省
略

で
き
る
仕
組
み
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ラ
フ
榎
本
は
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
見

据
え
て
ド
ロ
ー
ン
講

習
だ
け
で
な
く
、
建

物
外
壁
調
査
診
断
を

は
じ
め
と
し
、
マ
ン

シ
ョ
ン
修
繕
前
の
外

壁
調
査
、
特
定
建
築

物
定
期
調
査
な
ど
に

い
ち
早
く
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
て
き
ま
し

た
。
ド
ロ
ー
ン
を
外

壁
調
査
に
用
い
る
と
、

足
場
仮
設
を
設
置
せ

ず
に
、
従
来
よ
り
も

約
３
分
の
１
の
コ
ス

ト
、
か
つ
短
期
間
で

の
調
査
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　
更
に
赤
外
線
カ
メ

ラ
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
可

視
光
カ
メ
ラ
で
わ
か

る
ク
ラ
ッ
ク
だ
け
で

な
く
、
目
に
は
見
え

な
い
タ
イ
ル
の
浮
き

ま
で
も
検
出
が
可
能

で
す
。

※
飛
行
許
可
は
重

量
２
０
０ｇ
以
上
の

ド
ロ
ー
ン
に
て
航
空

法
１
３
２
条
に
定
め

る
「
飛
行
禁
止
空
域
」

に
お
け
る
飛
行
や
同

１
３
２
条
の
２
に
定

め
る
「
飛
行
の
方
法
」

に
よ
ら
な
い
飛
行
を

す
る
際
に
必
要
な
許

可
。

(

株)

セ
ラ
フ
榎
本
は
、

昭
和
38
年
創
業
。
ビ

ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の

大
規
模
修
繕
工
事
を

主
軸
と
し
、
ド
ロ
ー

ン
外
壁
調
査
診
断
等

の
ド
ロ
ー
ン
事
業
に

も
全
力
を
注
い
で
い

る
。

　
そ
の
ほ
か
ペ
ッ
ト

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

展
開
。

　
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
ド
ロ
ー
ン
災
害

協
定
を
川
口
市
と
締

結
。

　
ま
た
、
航
空
局
の

要
件
を
満
た
す
ド

ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
と

し
て
も
実
績
を
伸
ば

し
て
い
る
。

問
＝
０
４
８

（
２
６
５
）
１
８
８
３

　
新
郷
で
米
作
り
農

家
は
２
件
だ
け
と
い

う
。

　
区
画
整
理
審
議
会

会
長
の
、
石
塚
勝
春

さ
ん
（
83
）
の
稲
刈

り
を
取
材
し
た
。　
　

　
榛
松
の
田
ん
ぼ
で

五
百
坪
の
稲
刈
り
を

１
人
で
行
っ
て
い
た
。

　
８
俵
、
５
０
０
㎏

の
生
産
量
。
減
反
で

10
月
21
日
、
新
郷
南

小
学
校
（
校
長
＝
黒

澤
誠
さ
ん
）
の
５
年

生
70
人
の
児
童
は
、

自
分
の
植
え
た
５
本

ほ
ど
の
苗
が
50
本
ほ

ど
に
実
っ
た
稲
を
刈

り
取
っ
た
。

　
田
植
え
か
ら
稲
刈

り
脱
穀
と
指
導
さ
れ

て
い
る
、
鳩
ケ
谷
地

区
で
２
匹
の
ヤ
ギ
も

飼
っ
て
い
る
、
肥
留

間
農
園
代
表
の
広
幸

さ
ん
の
元
、
頑
張
っ

て
稲
刈
り
を
終
え
た
。

　
「
こ
ん
な
に
で
っ

か
く
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
ご
飯
を

残
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。」

「
鎌
を
使
う
の
が
難
し

写真左から、黒澤校長、安田明花音さん、吉川
詩さん、岡部悠人君、日下義之先生、渡邉琉可君。

か
っ
た
し
、
ダ
ン
ゴ

ム
シ
や
、
小
さ
い
虫

が
い
て
怖
か
っ
た
」

と
子
ど
も
達
。

　

肥
留
間
さ
ん
は

「
大
変
で
す
」
と
、
笑

い
な
が
ら
一
言
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
新
郷
小
（
校
長
＝

三
浦
大
助
さ
ん
）
は
、

10
月
８
日
稲
刈
り
を

行
っ
た
。

　
昨
年
よ
り
、
日
常

の
観
察
が
出
来
る
よ

う
に
、
花
壇
の
一
部

に
場
所
を
変
え
植
え

た
、
１
３
０
株
の
稲

が
実
っ
た
。

　
５
年
４
組
、
吉
田

友
恵
先
生
指
導
の
元

頑
張
る
児
童
達
を
取

材
し
た
。

　
「
土
に
栄
養
が
無

く
、
日
当
た
り
が
ま

ち
ま
ち
で
、
鳥
に
食

べ
ら
れ
空
の
モ
ミ
が

多
く
、
去
年
よ
り
悪

か
っ
た
で
す
」
と
吉

田
先
生
。

　
写
真
前
列
左
か
ら
、

木
村
柚
那
、
籔
田
李

佳
、
久
保
唯
菜
、
蟹

井
彩
朱
伽
、
後
列
吉

田
先
生
、
石
田
伊
織
、

富
岡
遥
翔
、
中
嶋
黎

王
、
稲
垣
黎
星
。

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

３
反
は
荒
れ
果
て
て

い
る
と
い
う
。

　
「
食
の
政
策
が
無
さ

す
ぎ
ま
す
よ
。
農
業

で
は
食
え
な
く
な
り

ま
す
よ
。
で
も
楽
し

て
金
儲
け
し
て
も
、

う
れ
し
く
な
い
。
収

穫
ま
で
の
苦
労
も
喜

び
に
な
り
、
生
き
が

い
を
感
じ
る
よ
ね
」

と
笑
い
な
が
ら
話
す
。

①
解
体
し
た
い
家
屋

の
広
さ
は
？

80
㎡
以
上
の
広
さ

の
場
合
は
、役
所
「
建

築
リ
サ
イ
ク
ル
課
」

に
解
体
リ
サ
イ
ク
ル

届
け
を
し
、解
体
シ
ー

ル
を
頂
き
看
板
に
貼

付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
リ
サ
イ
ク

ル
法
違
反
）
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
手
続
き
は

業
者
が
行
い
ま
す
が
、

全
く
無
視
し
、
そ
れ

を
し
て
無
届
で
解
体

を
し
て
い
る
業
者
が

散
見
さ
れ
る
。

〜
解
体
免
許
を
持
た

な
い
業
社
に
多
い
〜

②
無
許
可
業
者
と
は
？

　
解
体
業
の
免
許
に

は
、
２
種
類
あ
り
、

い
ず
れ
も
県
知
事
の

許
可
で
す
。

　
１
つ
目
は
「
登
録
」

こ
の
許
可
証
で
は
、

５
０
０
万
円
未
満
ま

で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。　
　

　

２
つ
目
は
、「
建

設
業
の
許
可
」

５
０
０
万
円
以
上
解

体
を
す
る
場
合
に
必

要
な
許
可
証
で
す
。　

　
〜
登
録
の
許
可
証

で
さ
せ
て
い
る
、
し

て
い
る
業
者
多
い
〜

③
「
料
金
が
安
い
」

は
心
配
？

　
不
法
投
棄
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

〜
お
客
様
も
罰
せ
ら
れ

ま
す
し
、
公
に
！
〜

④
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
？

ア
ス
ベ
ス
ト
が
入
っ

て
い
な
い
の
に
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
と
偽
り
、

そ
の
処
分
代
と
称
し

て
高
額
な
料
金
を
請

求
し
て
い
る
業
者
。

〜
ア
ス
ベ
ス
ト
検
査

の
依
頼
の
実
施
〜

⑤
地
中
障
害
物
に
注
意

　
地
中
障
害
物
が
な

い
の
に
あ
る
が
如
く

装
い
高
額
な
金
品
を

請
求
し
て
く
る
業
者
。

⑥
道
路
不
正
使
用
？　
　

　
道
路
上
に
ダ
ン
プ

を
止
め
た
り
、
ユ
ン

ボ
を
道
路
に
止
め
て

の
解
体
は
、
道
路
の

不
正
使
用
に
該
当
し
、

実
施
す
る
前
に
「
道

路
使
用
許
可
申
請
」

を
最
寄
り
の
警
察
署

に
申
請
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

〜
違
法
で
す
交
通
整

理
員
の
誘
導
必
要
〜

⑦
ダ
ン
プ
の
不
正
使
用

　
「
産
業
廃
棄
物
収
集

運
搬
」
名
入
り
の
ダ

ン
プ
を
し
て
、
解
体

物
を
運
搬
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
、

レ
ン
タ
カ
ー
を
長
期

間
使
用
し
て
い
る
。

　
以
上
、
違
法
行
為

業
者
を
羅
列
し
て
み

ま
し
た
の
で
ご
参
考

に
し
て
下
さ
い
。

　
実
際
、
無
許
可
業

者
、
騙
す
行
為
等
が

多
い
こ
と
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
尚
、
解
体
の
ご
相

談
は
何
時
で
も
お
受

け
し
て
お
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ど
う

ど
！

不
動
産
と
解
体
の

㈱
旭
総
合
建
設

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス

電
０
４
８
（
２
７
１
）　　

　
　
　
　
９
４
３
５

　
　
　
　
半
澤
ま
で

10
月
24
日
、
地
元

の
鳩
ケ
谷
駅
市
民
セ

ン
タ
ー
で
、
柳
家
か

ゑ
る
独
演
会
「
３
年

目
の
冬
が
は
じ
ま
る

落
語
会
」
が
公
演
さ

れ
た
。　

　
「
開
口
一
番
」
前
座

の
笑
福
亭
鶴
太
さ
ん
。

次
に
、
か
ゑ
る
さ
ん

の
「
お
楽
し
み
」。

ゲ
ス
ト
の
、
曲
芸
師

翁
家
和
助
さ
ん
が「
太

神
楽
」。　

中
入
り

後
、
か
ゑ

る
さ
ん
と

和
助
さ
ん

の「
対
談
」。

　
ト
リ
は
、

か
ゑ
る
さ

ん
演
目「
鹿

政
談
」
を
。

　
写
真
は
、

熱
演
す
る

か
ゑ
る
さ

ん
。



日
本
ハ
ム
の
新
監

督
に
新
庄
剛
志
さ
ん
が

な
り
、
野
球
が
面
白
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

彼
は
ビ
ッ
ク
リ
す

る
位
に
歯
を
真
っ
白
く

き
れ
い
に
し
て
、
お

し
ゃ
れ
を
楽
し
む
タ
レ

ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

マ
ス
ク
の
為
か
目

が
美
し
い
人
が
目
立
ち

ま
す
が
、
顔
の
中
で
常

に
動
く
も
の
と
い
え

ば
、目
と
お
口
で
す
ね
。　
　
　

特
に
お
口
は
会
話

を
す
る
時
に
最
も
注
目

さ
れ
る
の
で
、
歯
が
白

く
き
れ
い
な
人
は
、
良

い
印
象
を
与
え
ま
す
。

若
い
う
ち
は
全
て

が
活
き
活
き
し
て
い
る

の
で
、
多
少
の
歯
の
不

具
合
は
目
立
ち
ま
せ
ん

が
、
歳
を
重
ね
る
に
つ

れ
、
歯
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で

恥
ず
か
し
く
、
大
口
を

開
け
ら
れ
な
い
と
か
、

手
で
隠
し
て
お
話
し
す

る
と
い
う
事
態
に
な
り

ま
す
。　

又
、
歯
茎
が
痩
せ

て
す
き
間
が
で
き
、
食

べ
物
が
は
さ
ま
っ
た

り
、
溜
ま
っ
て
取
れ
な

く
な
り
、
口
の
中
が
汚

れ
て
口
臭
が
出
て
き
ま

す
。

さ
ら
に
そ
の
汚
れ

は
バ
イ
菌
の
か
た
ま
り

で
、
喉
や
歯
茎
の
血
管

を
通
っ
て
、
身
体
の
中

に
有
害
な
バ
イ
菌
が

入
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。　

誤
嚥
性
肺
炎
で
亡

く
な
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
バ
イ
菌
が
喉

か
ら
肺
の
方
に
流
れ
て

炎
症
を
起
こ
し
た
結
果

で
す
。　

健
康
を
維
持
す
る

為
に
は
、
定
期
的
に
プ

ロ
の
口
腔
ケ
ア
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
と
、
私

達
は
考
え
て
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）

　
　
院
長　
岩
下
一
三

　
私
は
、
日
本
３
大

名
城
の
１
つ
で
あ
る

熊
本
城
の
城
下
町
の

南
端
、
熊
本
市
川
尻

で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
川
尻
町
と
い
う

名
前
の
通
り
、
川
で

は
、
ハ
ヤ
や
テ
ナ
ガ

エ
ビ
が
、
満
ち
潮
の

時
に
は
サ
ヨ
リ
、
ボ

ラ
や
セ
イ
ゴ
が
釣
れ

る
た
め
、
よ
く

釣
り
に
行
き
ま

し
た
。

　
歴
史
の
あ
る

町
で
あ
り
、
平
安
時

代
末
期
か
ら
中
国
の

宋
な
ど
の
海
外
と
の

交
易
が
あ
る
港
も
あ

り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
、

細
川
藩
の
船
着
場
と

し
て
、
年
貢
米
や
物

資
の
集
積
地
と
な
り
、

立
派
な
石
垣
の
港
が

今
も
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
石
段
で
は
、

子
供
の
頃
に
よ
く
水

遊
び
し
た
も
の
で
す
。

　
今
で
は
消
え
た
町

名
で
す
が
、「
御
蔵
の

前
」「
船
頭
町
」「
御

船
手
」
な
ど
当
時
を

残
す
町
名
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
桶
屋
・
染

物
屋
・
鍛
冶
屋
・
作

り
酒
屋
も
あ
り
、
城

下
町
の
一
端
を
の
ぞ

か
せ
て
い
ま
し
た
。　

　
現
在
は
、
商
店
街

の
「
く
ま
も
と
工
芸

館
」
に
集
約
さ
れ
、

作
り
酒
屋
の
み
と

な
っ
て
し
ま
い
、
時

の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、「
川
尻
の

刃
物
」
と
い
う
刃
物

づ
く
り
が
ブ
ラ
ン
ド

化
さ
れ
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
他
に
も
、
川
尻
十

箇
寺
と
い
う
ほ
ど
寺

が
多
く
、
縁
日
ご
と

に
お
祭
り
が
あ
り
ま

す
。
カ
ー
バ
イ
ト
ラ

ン
プ
の
匂
い
を
嗅
ぎ

な
が
ら
、
そ
の
灯
り

で
金
魚
す
く
い
を
し

た
頃
を
思
い
出
し
ま

す
。

　
こ
の
度
、
こ
こ
に

投
稿
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
60
年
前

の
子
ど
も
の
頃
を
思

い
出
す
素
敵
な
機
会

に
な
り
ま
し

た
。

　

歳
を
重

ね
、
月
日
の
流
れ
は

早
く
、
科
学
の
発
展

の
早
さ
も
つ
く
づ
く

実
感
し
ま
し
た
。

　
カ
ー
バ
イ
ト
ラ
ン

プ
を
ご
存
知
の
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？

　
最
後
ま
で
拙
稿
に

お
付
き
合
い
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
川
口
市
議
会
議
員

　
　
　
前
原　
博
孝

　
第
10
回
グ
リ
ー
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
杯
（
主

催
者
＝
境
亮
一
さ
ん
）

鳩
ケ
谷
地
区
夏
季
少

年
野
球
大
会
が
、ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、

鳩
ヶ
谷
前
田
西
公
園

野
球
場
で
行
わ
れ
た
。　

　
桜
小
イ
ー
グ
ル
ス

BC
・
三
ツ
和
サ
ン
ラ

イ
ズ・鳩
ケ
谷
ド
リ
ー

ム
ズ
・
川
口
イ
ー
グ

ル
ス・南
鳩
ケ
谷
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
ズ
・
赤

井
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
・

鳩
ケ
谷
ウ
イ
ン
グ

ス
・
里
み
ど
り
ヶ
丘

パ
ワ
ー
ズ
の
８
チ
ー

ム
が
激
戦
し
、
川
口

イ
ー
グ
ル
ス
が
２
年

連
続
３
回
目
の
優
勝

を
飾
っ
た
。

◇
成
績
▽
優
勝
＝
川

口
イ
ー
グ
ル
ス
▽
準

優
勝
＝
鳩
ケ
谷
ド

リ
ー
ム
ズ
▽
３
位
＝

鳩
ヶ
谷
ウ
イ
ン
グ
ス
・

桜
小
イ
ー
グ
ル
ス
BC

◇
個
人
賞
▽
最
優
秀

選
手
賞
＝
佐
藤
瑛
太

（
川
口
）
▽
最
優
秀
投

手
賞
＝
石
黒
秀
輔（
川

口
）
▽
優
秀
選
手
賞

＝
上
林
佑
理
也
（
鳩

ド
）。

◇
チ
ー
ム
敢
闘
賞
▽

村
井
直
（
川
口
）
大

川
琥
春
（
鳩
ド
）
山

本
晄
生
（
鳩
ウ
）
菊

池
勇
仁
（
桜
小
）
伊

藤
葵
音
（
三
ツ
和
）

村
山
英
斗
（
南
）
浦

井
彪
牙
（
赤
井
）
佐

藤
陽
彩
（
里
）。

　
文
・
写
真
提
供
グ

リ
ー
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
。 　

新
郷
小
（
校
長
＝

三
浦
大
助
さ
ん
）
は
、

10
月
８
日
稲
刈
り
を

行
っ
た
。

　
昨
年
よ
り
、
日
常

の
観
察
が
出
来
る
よ

う
に
、
花
壇
の
一
部

に
場
所
を
変
え
植
え

た
、
１
３
０
株
の
稲

が
実
っ
た
。

　
５
年
４
組
、
吉
田

友
恵
先
生
指
導
の
元

頑
張
る
児
童
達
を
取

材
し
た
。

　
「
土
に
栄
養
が
無

く
、
日
当
た
り
が
ま

ち
ま
ち
で
、
鳥
に
食

べ
ら
れ
空
の
モ
ミ
が

多
く
、
去
年
よ
り
悪

か
っ
た
で
す
」
と
吉

田
先
生
。

　
写
真
前
列
左
か
ら
、

木
村
柚
那
、
籔
田
李

佳
、
久
保
唯
菜
、
蟹

井
彩
朱
伽
、
後
列
吉

田
先
生
、
石
田
伊
織
、

富
岡
遥
翔
、
中
嶋
黎

王
、
稲
垣
黎
星
。

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ

ブ
新
郷
（
会
長
＝
粂

原
一
夫
さ
ん
）
は
、

11
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
、
リ
リ
ア
３
F

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、「
私

達
の
１
年
の
集
大
成

撮
影
技
術
の
向
上
を

目
指
し
て
」
写
真
展

を
開
催
し
た
。

　
「
感
動
、
癒
し
、
記

録
、
そ
し
て
ク
ラ
ブ

員
の
親
睦
を
大
切
に

活
動
し
て
い
ま
す
」

と
粂
原
さ
ん
。

　
飯
塚
孝
行
市
議
は

「
作
品
を
拝
見
さ
せ

て
頂
き
、
撮
影
場
所

へ
行
っ
て
み
た
い
、

ど
う
撮
っ
た
の
と
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
作
品

ば
か
り
で
し
た
」
と
。

10
月
24
日
、
県
立

川
口
高
校
正
門
前
の
、

ス
タ
ジ
オ
カ
ル
ー
ソ

に
於
い
てTIDA

（
代

表
＝
金
刺
美
穂
さ
ん
）

主
催
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
た
。

　
永
瀬
秀
樹
県
議
会

議
員
が
激
励
に
訪
れ

観
賞
さ
れ
た
。

　
永
瀬
さ
ん
は
「
観

て
楽
し
み
聴
い
て
楽

し
み
心
で
楽
し
む
。

音
楽
文
化
が
市
民
の

生
活
の
中
に
深
く
根

付
い
て
い
る
こ
と
を

感
じ
さ
せ
る
、
素
敵

な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
」
と
。

　
出
演
◇
ソ
プ
ラ
ノ

＝
金
刺
美
穂
◇
バ
リ

ト
ン
＝
北
村
哲
朗
◇

ピ
ア
ノ
＝
山
元
香
那

子
◇
司
会
進
行
＝
杉

本
佳
代
。（
敬
称
略
）　 　左から、金刺さん、永瀬さん、北村さん、山元さん

　後列左飯塚孝行市議、右端立石泰広県議、クラブ員の皆さん。



　
厚
生
労
働
省
の
専

門
部
会
は
11
月
４
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
重

症
化
予
防
の
た
め
の
、

抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法

に
使
う
治
療
薬
「
ロ

ナ
プ
リ
ー
ブ
」
に
つ

い
て
、
感
染
予
防
目

的
や
無
症
状
感
染
者

の
使
用
に
つ
い
て
も
、

適
用
を
拡
大
す
る
こ

と
を
特
例
で
認
め
ま

し
た
。

　
「
ロ
ナ
プ
リ
ー
ブ
」

は
、
ウ
イ
ル
ス
に
作

用
す
る
２
つ
の
中
和

抗
体
を
組
み
合
わ
せ

た
医
薬
品
で
す
。

　
国
内
で
は
、
重
症

化
リ
ス
ク
の
あ
る
軽

症
・
中
等
症
患
者
に

点
滴
で
投
与
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
内
で
製
造
・
販

売
す
る
中
外
製
薬
に

よ
る
と
、
海
外
の
臨 （289）

　
新
郷
東
小
で
の
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
サ

ン
テ
ピ
ア
に
「
小
さ

な
親
切
運
動
」
の
車

イ
ス
贈
呈
式
、
特
別

支
援
学
校
の「
ピ
ェ
ー

ル
ピ
コ
」
で
の
食
事

マ
ナ
ー
は
、
次
号
で

紹
介
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
に
は
、

十
二
分
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

　
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
で
す
。
火

の
始
末
は
し
っ
か
り

し
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
交
通
事
故
に
は
十

分
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

次
号
は
12
月
15
日

（
水
）
発
行
で
す
。

床
試
験
で
は
、
感
染

し
て
い
な
い
家
庭
内

の
濃
厚
接
触
者
に
投

与
し
た
場
合
、
症
状

を
伴
う
感
染
の
発
症

リ
ス
ク
を
81
％
減
少

さ
せ
た
と
報
告
し
て

い
ま
す
。

　
発
症
を
防
ぐ
た
め

の
ワ
ク
チ
ン
の
重
要

性
に
加
え
て
、
第
６

波
に
向
け
て
の
新
し

い
治
療
の
選
択
肢
が

増
え
た
こ
と
は
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。　

保
険
薬
剤
師

  　
　
中
山　
久
仁
夫

新
郷
小
学
校(
校

長
＝
三
浦
大
助
さ
ん
）

の
６
年
生
は
、
鳩
ケ

谷
本
町
の
市
立
郷
土

資
料
館
で
行
わ
れ
て

い
た
川
口
埋
蔵
文
化

財
展
「
土
の
中
か
ら

こ
ん
に
は
」
の
会
場

か
ら
、
主
査
の
井
出

祐
史
先
生
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
「
社
会
科
」

歴
史
教
室
を
学
ん
だ
。　

郷
土
資
料
館
の
中

を
ラ
イ
ブ
配
信
で
紹

介
し
て
も
ら
い
、
縄

文
土
器
や
安
行
式
土

器
な
ど
の
多
く
の
説

明
を
受
け
て
い
た
。　
　

さ
ら
に
チ
ャ
ッ
ト

機
能
を
活
用
し
て
、

質
問
や
感
想
な
ど
を

伝
え
て
い
た
。

児
童
は
、
川
口
の

ナ
メ
ン
ト
65
㎏
決
勝

戦
」
で
、
３
ラ
ウ
ン

ド
Ｋ
Ｏ
勝
利
で
見
事

日
本
１
に
輝
い
た
。　
　

　
２
０
１
８
年
、
Ｒ

Ｉ
S
Ｅ
新
人
王
。

　
今
年
10
月
22
日
、

東
京
後
楽
園
ホ
ー
ル

『
Ｒ
Ｉ
S
Ｅ
１
５
２
』

で
は
３
Ｒ
に
ダ
ウ
ン

取
り
判
定
勝
ち
。

　
香
津
眞
さ
ん
は「
来

年
に
は
ベ
ル
ト
を
必

ず
取
り
た
い
で
す
」

と
語
る
。

　
関
根
和
雄
赤
井
町

会
長
、
千
葉
正
吾
赤

井
町
会
顧
問
、
祖
父

の
明
人
さ
ん
と
共
に

赤
井
町
会
会
館
前
で

取
材
に
応
じ
て
頂
い

た
。

　
関
根
さ
ん
は
「
赤

井
で
後
援
会
を
立
ち

上
げ
ま
す
」
と
話
す
。

　
赤
井
の(

株)

西
澤

興
業
代
表
の
西
澤
明
人
さ
ん
の
孫
で
、
Ｒ

Ｉ
S
Ｅ
の
森
香
津
眞

さ
ん
（
26
）。

　
小
さ
い
時
か
ら
魔

裟
斗
選
手
が
好
き
で

憧
れ
て
い
た
。

　
新
郷
南
小
学
校
・

東
中
学
校
・
武
南
高

校
と
進
み
、遂
に
キ
ッ

ク
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の

あ
る
国
士
舘
大
学
に

入
学
し
た
。

　
３
年
終
了
後
、
英

語
の
勉
強
と
格
闘
技

を
学
ぶ
た
め
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
ハ
ワ
イ
に

１
年
間
留
学
し
、
４

年
生
で
プ
ロ
入
り
。

　
チ
ー
ム
ド
ラ
ゴ
ン

所
属
、
ス
ー
パ
ー
ラ

イ
ト
級
65
㎏
の
森
さ

ん
。
ト
ー
タ
ル
９
試

合
７
勝
２
敗
で
５
回

KO
勝
。

　
２
０
１
６
年
「
Ｋ-

１
カ
レ
ッ
ジ
＝
キ
ッ

ク
ボ
ク
シ
ン
グ
大
学

生
日
本
１
決
定
ト
ー

左から、西澤さん、千葉さん、香津眞さん、関根さん。

◇
日
：
12
月
14
日
（
火
）

◇
時
＝
開
場
18
時
30
分

　
　
　
開
演
19
時
00
分

◇
所
：
川
口
リ
リ
ア
４
階

　
　
　
音
楽
ホ
ー
ル

◇
ゲ
ス
ト

ア
ー
サ
ー
・
ホ
ー
ラ
ン
ド

　
宣
教
師
。
１
９
８
２
年

　
に
来
日
。
企
業
・
学
校　
　

　
団
体
等
で
も
活
躍

堀
井
ロ
ー
レ
ン
（
シ
ン
ガ
ー　

　
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

◇
入
場
無
料

　
・
手
話
通
訳
あ
り　

◇
お
子
様
連
れ
で
も
歓
迎

主
催
＝
ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ　

　
実
行
委
員
会

　
（
聖
泉
キ
リ
ス
ト
教
会
）

◇
問
＝
０
４
８
（
２
２
３
）　

　
　
　
８
４
２
６　
三
浦　
　

　
新
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
（
会

長
＝
高
原
好
雄
さ
ん
）

感
謝
の
大
会
が
10
月

24
日
行
わ
れ
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り
。

◆
男
子
一
般
▽
優

勝
＝
山
家
達
雄
▽
２

位
＝
伊
東
暢
夫
▽
３

位=

矢
嶋
良
一
。

◆
女
子
一
般
▽

優
勝
＝
鈴
木
好
子
▽

２
位
＝
安
松
珠
子
▽

３
位=

辰
野
美
佐
子
。　

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
チ
ー
ム
で
戦
っ
た
、

飯
塚
孝
行
市
議
は「
楽

し
い
プ
レ
ー
が
出
来

て
嬉
し
い
」
と
。

　
写
真
前
列
左
か
ら

鈴
木
さ
ん
、
山
家
さ

ん
、
矢
嶋
さ
ん
。
後

列
左
か
ら
、
安
松
さ

ん
、
辰
野
さ
ん
、
伊

東
さ
ん
、
飯
塚
市
議
。

歴
史
な
ど
に
興
味
関

心
を
深
め
て
い
た
。　

写
真
は
、
２
組
の

山
下
奈
恵
先
生
の
ク

ラ
ス
。


